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定期整備

『
徹
底
飽
』
に
『
徹
底
』
す
る
こ
と
を

『
徹
底
』
し
た
績
習
穆
登
城
－
・

わざみわ

薄氷が張る中での排水整備

夜間にまで及んだ作業

降雨と排水不良によりぬかるんだ現場

広報「いわみざわ」

しヽ

平成26年度

吸出防水シートを使用して洗損を防止

排水設備の整備

鋼矢板で地盤沈下を防止

・シ∵∴予二千
妻部の構築
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装輪道整備

故障整備を実施

第
1
2
施
設
群
整
備
隊
（
整

備
隊
長
・
末
廣
1
佐
）
は
1
1
月

6
日
か
ら
1
8
日
の
間
、
平
成

2
6
年
度
矢
臼
別
演
習
場
秋
季

定
期
整
備
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
岩
見
沢
か
ら
第
1
2

施
設
群
主
力
及
び
第
1
0
1

施
設
直
接
支
援
大
隊
第
2
直

接
支
援
中
隊
、
釧
路
か
ら
第

3
4
2
施
設
中
隊
及
び
第
2

直
接
支
援
中
隊
釧
路
派
遣
隊

が
第
1
2
施
設
群
整
備
隊
を
編

成
し
た
。

9
日
に
実
施
し
た
編
成
完

結
式
の
中
で
整
備
隊
長
は
、

『
徹
底
的
』
に
『
徹
底
』
す
る
こ

と
を
『
徹
底
』
せ
よ
。
」
を
要
望

し
、
「
整
備
隊
と
し
て
一
丸
と

な
っ
て
任
務
を
遂
行
し
よ

う
。
」
と
述
べ
た
。

本
演
習
場
整
備
に
お
け
る

任
務
は
、
矢
白
別
演
習
場
全

域
に
お
け
る
装
輪
・
装
軌
車

道
整
備
で
あ
り
、
北
部
方
面

隊
唯
一
の
施
設
群
と
し
て
作

業
品
質
、
適
時
性
、
指
揮
幕

僚
活
動
、
基
本
基
礎
、
安
全

管
理
等
に
お
い
て
妥
協
す
る

こ
と
な
く
徹
底
的
に
「
質
」
を

追
求
し
た
整
備
を
完
成
さ
せ

「
自
衛
隊
の
道
場
」
と
し
て
の

機
能
を
向
上
さ
せ
る
。

1
1
日
、
作
業
を
開
始
し
て
3

日
目
を
迎
え
た
が
、
降
雨
や

早
朝
の
冷
え
込
み
に
加
え
、

作
業
時
間
の
延
長
等
、
徐
々

に
疲
れ
が
出
始
め
る
境
で
は

あ
る
が
、
隊
員
た
ち
の
土
気
は

旺
盛
で
あ
り
、
高
い
施
設
技

術
と
丁
寧
な
作
業
に
よ
り
、

各
中
隊
順
調
に
進
捗
し
た
。

1
5
日
は
北
部
方
面
総
監
点

検
が
実
施
さ
れ
、
状
況
報
告

の
中
で
は
、
整
備
隊
と
し
て
の

作
業
内
容
と
指
揮
シ
ス
テ
ム

を
野
外
展
開
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
し
、
総
監
は

「
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
は
非
常
に
良
い
事

だ
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後

は
熊
の
山
と
大
和
台
を
祝
察

し
、
成
果
を
確
認
す
る
と
と

も
に
隊
員
を
激
励
さ
れ
た
。

整
備
隊
本
部
は
、
日
々
の
作

戦
会
議
に
お
い
て
各
作
業
現

場
の
作
業
進
捗
を
把
握
、
機

力
及
び
隊
力
を
集
中
さ
せ
て

本
来
任
務
で
あ
る
恒
常
整

備
・
特
定
整
備
を
徹
底
的
に

品
質
を
追
求
し
て
早
期
終
了

に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
整
備
隊

長
は
演
習
場
の
機
能
向
上
の

た
め
、
3
箇
所
の
追
加
任
務
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
北
施

隊
直
轄
の
第
3
0
3
ダ
ン
プ
車

両
中
隊
の
骨
材
運
搬
を
支
援

し
て
、
北
部
方
面
施
設
隊
と

し
て
の
任
務
遂
行
に
も
大
き

く
貢
献
し
た
。

第
1
0
1
施
設
直
接
支
援

大
隊
第
2
直
接
支
援
中
隊
は

整
備
隊
車
両
の
故
障
整
備
・

日
々
の
巡
回
整
備
を
実
施
し

て
、
高
稼
働
率
維
持
・
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
た
。
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中
隊
一
丸
と
な
っ
て

任
務
完
遂
！

9
月
1
6
日
か
ら
1
8
日
の
間
、

上
富
良
野
演
習
場
に
お
い
て

第
3
0
2
坑
道
中
隊
（
中
隊

長
・
伊
藤
3
佐
）
に
対
し
、
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。

1
6
日
に
岩
見
沢
駐
屯
地
で

隊
容
検
査
等
を
行
い
、
統
裁

官
は
訓
示
の
中
で
「
被
支
援
部

隊
の
要
求
を
第
一
義
と
し
、
徹

底
的
に
質
の
高
い
施
設
作
業

を
追
求
せ
よ
。
」
「
や
る
べ
き
こ

と
を
確
実
に
実
施
せ
よ
。
」
の

2
点
を
要
望
し
た
。

隊
容
検
査
終
了
後
、
中
隊
は

上
富
良
野
演
習
場
へ
前
進
し
、

集
結
地
を
占
領
。
関
係
部
隊

と
の
調
整
後
直
ち
に
準
備
作

業
を
実
施
し
、
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
が
所
望
す
る
坑
道

式
構
築
物
の
構
築
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
中
隊
長
が
設
計
小

隊
長
に
対
し
、
坑
道
調
査
地

域
に
お
け
る
弾
性
波
探
査
準

備
命
令
を
下
達
し
、
翌
日
に

は
探
査
を
実
施
し
た
。

今
検
閲
の
任
務
は
、
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
の
築
城
作
業

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
群

長
指
導
で
は
、
発
射
機
用
坑

道
式
構
築
物
の
構
築
状
況
・
調

査
設
計
要
領
及
び
F
C
U
用

軽
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
に
関
す

る
構
築
手
順
、
発
射
機
用
露

天
掩
壕
の
構
築
状
況
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
、
状
況
を
終
了

し
た
。
そ
の
後
中
隊
は
講
評
を
受
け
、

駐
屯
地
帰
隊
後
A
A
R
に
参

加
し
、
本
訓
練
検
閲
の
教
訓
と

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
各
種

ご
訓
練
の
資
と
し
た
。

9
月
1
3
日
か
ら
1
5
日
の
3
日

間
、
岩
見
沢
最
大
の
お
祭
り
で

あ
る
『
ふ
る
さ
と
百
餅
祭
り
』
を

支
援
し
た
。

今
年
で
3
2
回
目
を
迎
え
た
こ

の
お
祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
、
商

売
繁
盛
、
長
寿
を
祈
願
し
、
岩

見
沢
特
産
品
の
も
ち
米
を
使
い
、

大
日
で
1
回
に
6
0
短
の
お
餅
を

つ
き
あ
げ
る
お
祭
り
と
し
て
有

名
で
あ
る
。

岩
見
沢
市
を
広
報
・
災
藩
派

遣
隊
区
と
し
て
担
任
し
て
い
る

第
3
3
6
施
設
中
隊
　
（
中
隊

長
・
鳥
越
1
尉
）
は
、
大
日
で

つ
い
た
お
餅
を
お
汁
粉
に
し
て

提
供
し
た
。
お
汁
粉
作
り
に
は

中
隊
か
ら
6
名
が
参
加
し
、
野

外
炊
具
1
号
を
使
用
し
て
、
こ

の
3
日
間
で
延
べ
約
8
，
4
0

0
食
を
提
供
し
た
。
お
汁
粉
の

配
布
時
間
に
な
る
と
多
く
の
市

民
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
甘
い

お
汁
粉
に
心
が
癒
さ
れ
、
そ
の

お
い
し
さ
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

第
3
1
2
施
設
器
材
中
隊

（
中
隊
長
・
橋
本
1
尉
）
は
保

有
す
る
ク
レ
ー
ン
で
、
百
餅
祭

り
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
大
日

を
覆
う
櫓
の
構
築
を
支
援
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
広
報
ブ
ー
ス

も
趣
向
を
凝
ら
し
、
普
段
の
訓

練
で
食
べ
て
い
る
戦
蹄
軽
食
の

試
食
や
、
自
衛
隊
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
等
を
設
け
、
自
衛
隊
や
駐

屯
地
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
に

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

祭
り
期
間
を
と
お
し
て
天
候

に
恵
ま
れ
、
来
場
者
数
は
的
諏

万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
今
年
の
百
餅
祭
り

に
我
が
第
1
2
施
設
群
の
活
躍
が
、

そ
の
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
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こだわりの2階建て構造

釘を使用しない「ほぞ」による組み立て

i．距‡≡木・

妻部の構築

施設学校長視察
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気合を一致させて圭材料を運搬

第
1
2
施
設
群
（
群
長
・
末
虞

1
佐
）
は
1
0
月
1
4
日
か
ら
2
2
日

の
間
、
矢
臼
別
演
習
場
で
実
施

さ
れ
た
「
平
成
2
6
年
度
方
面
隊

職
種
協
同
訓
練
（
施
設
）
」
に
参

加
し
た
。
訓
練
部
隊
と
し
て
参

加
し
た
第
3
3
7
施
設
中
隊

（
中
隊
長
・
鈴
木
1
尉
）
の
任
務

は
、
第
1
2
9
特
科
大
隊
の
要

求
に
合
致
し
た
4
．
5
型
L
P

簡
易
掩
蓋
掩
壕
に
よ
る
指
揮

所
の
構
築
で
あ
り
、
職
種
協
同

訓
練
を
見
据
え
た
木
造
2
階

建
て
指
揮
所
用
掩
蓋
掩
壕
の

構
築
訓
練
を
事
前
に
実
施
し

て
、
構
築
要
領
に
関
す
る
認
識

の
統
一
を
図
る
と
と
も
に
発

生
し
た
問
題
点
を
早
期
に
解

決
さ
せ
、
万
全
の
態
勢
で
職
種

協
同
訓
練
に
臨
ん
だ
。

第
3
3
7
施
設
中
隊
は
訓
練

開
始
以
降
、
降
雨
を
始
め
と

す
る
各
種
地
形
・
気
象
の
困
難

な
状
況
を
克
服
す
る
と
と
も

に
発
生
す
る
陸
路
を
打
開
し
、

第
1
2
9
特
科
大
隊
の
要
求
に

合
致
す
る
利
便
性
・
快
適
性
に

留
意
し
た
指
揮
所
構
築
に
全

力
を
傾
注
し
て
、
一
切
妥
協
す

る
こ
と
な
く
「
徹
底
的
に
質
の

高
い
施
設
作
業
」
を
や
り
抜
い

た
。1
8
日
職
種
現
況
視
察
で
訪

れ
た
施
設
学
校
長
（
冨
井
将

補
）
は
「
2
階
建
て
に
し
た
こ
と

で
執
務
空
間
が
広
く
感
じ
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
。
新
し
い

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
は
素

晴
ら
し
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

群
は
引
き
続
き
在
来
技
術
の

木
工
技
術
や
近
年
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
電
工
技

術
に
つ
い
て
も
そ
の
修
得
・
継

承
に
努
め
、
施
設
料
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
。

沢
自
衛
膵
協
力
会
・

▲
・
●
▲
馬

電兄
9

月

習地沢日
、
岩
見
沢

兄支
学部　＿j

晰
自
衛
隊
協
力
会
及
び

珊
自
衛
隊
父
兄
会
岩
見

影念の構築禁

沢
支
部
が
駐
屯
地
見

学
に
訪
れ
た
。

両
会
は
、
毎
年
会
員

相
互
の
親
睦
と
防
衛
に

関
す
る
認
識
の
高
揚
を

目
的
に
、
道
内
駐
屯
地

や
自
衛
隊
の
イ
ベ
ン
ト

見
学
を
実
施
し
て
お
り

今
年
は
広
く
地
域
に
貞

献
し
て
い
る
、
地
元
岩

見
沢
駐
屯
地
の
活
動
を

会
員
相
互
で
よ
り
深
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

駐
屯
地
に
到
着
し
た

両
会
は
、
状
況
説
明
及

び
史
料
館
見
学
で
駐
屯

地
の
活
動
と
歴
史
に
つ

い
て
理
解
し
、
そ
の
後
、

第
3
1
2
施
設
器
材
中

隊
に
よ
る
自
走
架
柱
橋

の
架
設
訓
練
、
第
3
3

6
施
設
中
隊
と
各
中
隊

≡
冠
芸

【＼　　⊆　rl　「‾　　　　　　　　　　　】

■－－－l■■－－－l■■■－l■■彊彊馴岳圏＝遍藍川

器　駅東市民広場
－
J
一
訓

「
「
丁
仏
日

」
、

＼

／

′

多彩な催しにご利用いただける施設です。
お気軽にお電話ください。遍0126－22－5871

岩見沢市有明町南1番地7
株式会社　振興いわみざわ

代表取締役北市　宗三

齢
に
よ
る
軽
門
橋
の
構
築

導
訓
練
を
見
学
し
た
。

4
　
訓
練
を
間
近
で
見
た

舟
会
員
か
ら
は
「
こ
れ
だ

軽門橋（3
け
厳
し
い
訓
練
を
積
ん

で
い
る
部
隊
が
近
く
に

あ
る
と
、
災
害
時
に
も

安
心
で
き
る
。
」
「
元
気

が
あ
っ
て
素
晴
ら
し

い
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ

駐
屯
地
に
対
す
る
更
な

る
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

ヽ＿＿一．＿＿＿▲＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿●

千葉電気工事株式会社

代表取締役　千葉嘉男

岩見沢市東山10丁目6番3号

電話（0126）24－4567番
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施設学校長、第12施設群を視察
為
汲
科
幹
部
と
し
て

匂
借
を
商
っ
た
部
隊
指
祥

1
0
月
6
日
、
第
12
施
設
群

（
群
長
・
末
廣
1
佐
）
は
施
設

学
校
長
（
冨
井
将
補
）
の
視

察
を
受
け
た
。

駐
屯
地
に
到
着
し
た
学

校
長
は
、
北
海
道
の
川
月
の

肌
寒
さ
を
体
感
さ
れ
た
様

子
で
あ
っ
た
。

当
初
、
状
況
報
告
を
行
い

駐
屯
地
及
び
群
の
取
り
組

み
を
確
認
さ
れ
、
「
今
後
の

機
能
別
部
隊
改
編
を
見
据

え
、
計
画
的
に
特
技
保
有

者
を
養
成
せ
よ
。
」
と
話
さ

れ
た
。

そ
の
後
の
隊
内
巡
視
で
は

第
3
3
7
施
設
中
隊
（
中
隊

長
・
鈴
木
1
尉
）
が
平
成
2
6

年
度
方
面
隊
職
種
協
同
訓

練
（
施
設
）
で
構
築
す
る
2

階
建
て
指
揮
所
用
構
築
物

に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
木
工
特

技
保
有
者
が
創
意
工
夫
し

て
発
案
し
た
も
の
で
、
実
際

の
訓
練
を
学
校
長
も
視
察

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
■

（
※
3
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ま
た
、
群
の
幹
部
に
対
す

る
訓
話
で
は
、
「
施
設
料
幹

部
は
能
力
が
高
い
。
自
信
を

も
っ
て
部
隊
を
率
い
て
ほ
し

い
。
」
「
一
人
一
人
が
明
確

な
目
標
を
持
つ
と
い
う
こ
と

が
組
織
と
し
て
大
き
な
前

進
で
あ
る
。
」
と
し
、
自
信
の

経
験
を
踏
ま
え
た
貴
重
な

訓
話
を
賜
り
、
幹
部
自
衛

官
と
し
て
の
資
質
の
滴
益
を

図
れ
た
。

・さ‥ぞ■J・普・‾鶴■　　　■、．＿　　　／」、　　　　　‾1・・、・二　　・・・L‾’　‾！・‾二．∴・・　＿・・／ト酔イ‥妙瑚唆・‾．r　、‾」＿・

弟11裁団長
汲鐸陸将補

9
月
1
0
日
、
岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
末

虞
1
佐
）
は
第
日
旅
団
長
（
渡
部
将
補
）
の

初
度
視
察
を
受
け
た
。

旅
団
長
は
司
令
か
ら
状
況
報
告
を
受
け
、

駐
屯
地
の
取
り
組
み
を
確
認
し
、
「
自
衛
官

と
し
て
必
要
な
即
応
態
勢
を
隊
員
一
人
一

人
に
再
認
識
さ
せ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迷

い
な
く
出
動
で
き
る
よ
う
徹
底
せ
よ
。
」
と

の
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
、
警
備
上
の
観
点
か
ら
警
衛
所

を
、
災
害
発
生
時
に
際
し
て
は
第
3
0
2
坑

道
中
隊
が
保
有
す
る
給
電
装
置
を
活
用
し
、

駐
屯
地
の
電
源
確
保
及
び
給
水
機
能
が
応

急
的
に
維
持
で
き
る
こ
と
を
視
察
さ
れ
、

当
駐
屯
地
が
即
応
態
勢
の
確
保
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。

MSSAY AHMVERSAIIY
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レ
岩
見
沢
駐
屯
地
日

¶

「
御
代
窯
元
　
近
藤

帝
政
功
労
章
受
章
曲
宣
」
ん

こ
の
た
び
、
隊
友
会
岩

見
沢
支
部
　
近
藤
　
尚
さ

ん
が
平
成
2
6
年
度
市
政

隊友合だより
城

さ化続の
功に発

警壷等
し
た
功

沢
市
文

て
表
彰

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

広報「いわみざわ」

同
市
の
小
中
学
校
で
の
陶

芸
を
通
じ
た
児
童
生
徒

の
育
成
に
寄
与
し
た
功

績
に
よ
り
教
育
振
興
文

化
功
労
者
賞
の
ダ
ブ
ル
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
近
藤
さ
ん
の
自

衛
官
時
代
か
ら
の
実
績
、

人
柄
、
陶
歴
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

自
衛
官
時
代
は
、
文
武

両
道
で
姿
勢
・
礼
儀
正
し

く
芸
術
に
秀
で
て
お
り
、

後
輩
自
衛
官
の
理
想
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
誰

に
も
優
し
く
、
時
に
は
厳

し
く
も
あ
り
、
常
に
物
事

を
前
向
き
に
思
考
す
る

人
格
者
で
し
た
。

昭
和
3
9
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
協
賛
岩
見

沢
市
聖
火
リ
レ
ー
で
は
、

駐
屯
地
を
代
表
し
て
聖

火
隊
を
編
成
し
、
岩
見

界
か
ら
岩
見
沢
市

に
到
達
さ
せ
ま
し
た
。

南
恵
庭
の
第
3
施
設
団

の
戦
技
訓
練
隊
指
導
官

と
し
て
の
勤
務
で
は
、
将

来
自
衛
隊
を
背
負
っ
て
立

つ
若
い
幹
部
と
と
も
に
練

成
に
励
み
、
毎
週
休
み
の

前
日
に
は
、
恵
庭
～
岩
見

沢
間
約
5
0
血
を
走
っ
て

帰
隊
し
、
到
着
後
に
は
自

宅
で
焼
き
肉
等
の
食
事

を
振
る
舞
い
、
と
も
に
食

し
て
体
力
・
気
力
を
養
成

し
、
精
強
第
1
2
施
設
群
の

礎
を
確
立
し
た
先
人
の

一
人
で
す
。

昭
和
4
0
年
、
北
の
名
人

陶
芸
家
・
山
岡
三
秋
先

生
に
師
事
し
芸
術
的
セ
ン

ス
と
日
々
の
餅
鱒
努
力

を
認
め
ら
れ
、
岩
見
沢

駐
屯
地
の
窯
の
作
成
か

ら
制
作
ま
で
を
手
掛
け
、

初
代
『
日
の
出
窯
』
窯
元

と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
自
衛
隊
に
対
す

る
感
情
不
安
の
中
で
し
た

が
、
駐
屯
地
で
の
陶
芸
教

室
、
隊
区
内
の
小
中
学
校
、

役
所
、
町
内
会
、
婦
人
会

等
で
陶
芸
指
導
を
行
い
、

自
衛
隊
と
の
関
係
を
良

好
な
も
の
に
し
、
広
報
括

動
に
大
い
に
責
献
し
ま
し

た
。昭
和
5
6
年
、
自
衛
隊
を

退
官
後
「
栗
沢
に
何
か

を
」
と
模
索
中
だ
っ
た
当

時
の
町
長
、
議
会
議
長
の

要
請
を
受
け
て
栗
沢
に

移
住
、
『
栗
沢
窯
』
を
開

無
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
栗
沢
に
と
ど

ま
ら
ず
道
内
外
か
ら
も

依
頼
を
受
け
、
さ
ら
に
は

海
外
で
も
活
動
さ
れ
ま

し
た
。
今
日
ま
で
3
、
5
0
0
人

も
の
小
中
学
生
に
陶
芸

を
通
じ
て
指
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
8
4
歳
に
な
っ
た

今
も
地
域
に
密
着
し
て

陶
芸
に
打
ち
込
み
、
駐

屯
地
陶
芸
へ
の
指
導
の
ほ

か
、
岩
見
沢
駐
屯
地
の
各

種
行
事
に
参
加
を
す
る

等
、
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
近
藤
尚
さ
ん
の
陶
歴
】

昭
和
4
0
年
　
陶
芸
家
・

山
岡
三
秋
先
生
に
師
事

し
、
岩
見
沢
駐
屯
地
『
日

の
出
窯
』
初
代
窯
元
と
な

る
。昭
和
4
4
年
　
全
道
展
初

出
品
「
入
選
」

昭
和
5
1
年
　
伝
統
工
芸

新
作
展
初
出
品
「
入
選
」

昭
和
5
3
年
　
日
本
工
芸

会
東
京
支
部
会
員
と
な

る
。昭
和
5
4
年
　
伝
統
工
芸

武
蔵
野
展
「
入
選
」

昭
和
5
6
年
　
自
衛
隊
を

定
年
退
官

同
年
　
栗
沢
町
の
要
請

を
受
け
、
『
栗
沢
窯
』
を

開
窯昭
和
6
0
年
　
道
美
術
展

初
出
品
「
道
教
育
長
貨
」

受
賞
、
同
会
員
と
な
る
。

昭
和
6
3
年
　
全
国
花
の

う
つ
わ
展
「
入
選
」

平
成
2
年
　
全
国
う
つ

わ
展
「
連
盟
賞
」

同
年
　
空
知
信
用
金
庫

「
産
業
技
術
奨
励
賞
」

平
成
5
年
　
北
の
う
つ

、∴　－　＿∴

親
睦
ボ
ー
リ
ン
ク

1
0
月
1
8
日
、
毎
年
恒
例

の
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
を
ポ

ル
タ
ト
ー
ホ
ー
ボ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
現
職
隊
員
が

訓
練
の
た
め
不
在
に
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
隊
友

会
員
1
5
名
で
し
た
け
れ

ど
も
和
気
講
義
と
楽
し

く
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
場
所
を

と
ん
と
ん
革
に
移
動
し
、

最
年
長
の
細
川
金
治
氏

の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会

が
開
始
さ
れ
、
ボ
ー
リ
ン

グ
の
反
省
や
現
在
の
近

況
等
、
あ
っ
と
い
う
間
の

2
時
間
が
経
過
し
、
締
め

を
ボ
ー
リ
ン
グ
1
位
の

佐
々
木
哲
弥
さ
ん
の
乾

杯
で
終
了
し
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し

た
。
第
1
位佐
々
木
哲
弥
さ
ん

第
2
位小
西
　
敬
治
さ
ん

第
3
位天
野
　
憲
一
さ
ん

朗卿－ムページ
昭和28年から現在までの歴史や
広報紙、部隊の訓練やイベント情報
などを随時更新しています！
ぜひ、ご覧ください！

‾・．届毒云「．‾しき1

波田野　愛豊熟．珊袖。
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わ
展
「
特
選
」

平
成
7
年
産
業
－
覿

ト
作
品
を
手
に
、

当
時
の
近
藤
さ
ん

警警顎田野【¶【【蘭溺

自衛隊退職者雇用協議会

岩見沢支部

事務局：岩見沢商工会議所内

支部長：五　十　嵐　　　閣

T E L：0126－22－3445
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立
了
イ
＋
＋
ミ

9月に中隊配属された
新所属隊員か、参加した
訓練について投稿してく
れました！

∵

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

／

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

丁

、

職
種
協
同
訓
練
に
参
加
し
て

第
3
3
7
施
設
中
隊

2
等
陸
士
　
山
田
　
秀
之

隋毒那

蟹は打ち偶楽節

軽音楽諦

了㌦

平成26年11月

こ
の
訓
練
は
、
中
隊
配
属

に
な
っ
て
か
ら
2
度
目
の
野

営
訓
練
で
、
前
回
の
野
営
訓

練
で
の
反
省
点
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
今
回
の
職
種
協

同
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。
自

分
は
、
直
轄
分
隊
と
い
う
中

隊
長
直
轄
で
動
く
分
隊
に

同
期
3
名
と
所
属
し
ま
し
た
。

分
隊
長
は
普
段
、
中
隊
本
部

で
勤
務
し
て
い
る
方
で
あ
り
、

副
分
隊
長
は
営
内
の
先
輩

陸
曹
で
し
た
。

副
分
隊
長
は
、
測
量
や
電

気
配
線
な
ど
の
別
の
任
務
で

動
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

状
況
中
は
一
緒
に
動
く
こ
と

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
は
、
あ
の
状
況
中

に
副
分
隊
長
と
一
緒
に
仕

事
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

自
分
た
ち
新
所
属
隊
員
は
、

今
ま
で
副
分
隊
長
と
一
緒

に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
一

緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
少

し
で
も
副
分
隊
長
か
ら
何
か

を
学
ん
だ
り
、
知
る
こ
と
が

で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

副
分
隊
長
が
不
在
の
間
、

1
年
先
輩
の
方
が
、
1
等
陸

士
で
あ
り
な
が
ら
副
分
隊

し
た
。
先
輩
は
、
状
況
中
い

ろ
い
ろ
と
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
苦
労
し

て
い
た
の
が
分
隊
長
だ
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
同

じ
天
幕
だ
っ
た
の
で
、
普
段
、

事
務
室
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
き
と
は
違
う
分
隊
長
を

見
て
、
「
自
分
た
ち
が
も
っ
と

し
っ
か
り
や
る
こ
と
を
理
解

し
て
動
い
て
、
分
隊
長
の
負

担
を
軽
く
で
き
る
よ
う
に
頑

張
ろ
う
。
」
と
思
い
、
今
ま
で

以
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

状
況
終
了
後
、
分
隊
長
の

顔
が
ホ
ツ
と
し
た
顔
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
本
当
に

申
し
訳
な
く
思
い
、
次
の
訓

練
で
は
今
回
以
上
に
頑
張

り
、
先
輩
た
ち
に
負
け
な
い

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。最
後
に
、
こ
の
訓
練
で
自

分
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
時
に
は
厳
し
い
指
導

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
こ
の
7
中
隊
に
配
属
さ
れ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

他
の
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
同

期
た
ち
よ
り
も
早
く
、
よ
り

多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
と
思

う
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

7
中
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
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